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1.序

1.1. And0玲on (文献(1), P.34])はデンマーク詔オ票沖liι・←ig.mal,

"gsdon.k)①に以下の18個の子音音索を認めている。
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^、、

ク語の閉鎖音

閉鎖音

序擦音

闇

有、支(壱、

無気音

無声音

有、),ヨ音"

3

ι;に]三、〒凱、

「流音』

瀬

/P, t, k,

b, d, g,

f, S, h,

V,6,],フ',

In, n,η,

1,,/.

仟韻論的解釈の仕力によってこの音業数に多少の d剖減はある。

叉,下〒索というものをどのように認めるかということは鳥小題の外に罷き,

それらの詳述は別の機会にゆずるが,この小論を進めていくのには上の音

業(数)は特に障害とはならない。冬音索の主異音は音索記号で表わされ

ているものから推してよい。 h/は下松損的にも音声的にも不安定である。

/6,フ,0/は語頭には現れない。/η/は下テ節氷子音としてのみ現れる。'ソh/

は音節頭にのみ現れ,子音述結の成呉にはならない。/r/の主異晋は口蓋

垂摩擦音[H]であるが,打節末子寺として現われるとき無摩擦述続晋

(fHdionl0部Φntin如ot)で音節司1上竒的[0]となることもあれば,先行の

(音節主音である)母音の/0,0/と融合し,各々[a, D]となることもあ

る。/Vと h/を n充音」とすることは,斉声的特徴に関しては And0玲卸

のみならず一般に疑問とされるが,その音哉的行動一これは野然ながら通

曳, 夫
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ル判内な成行きに支配されるわけであるが一feat山e 分1斤では[十Sonのant]

とするのが適当であるようである。その他注目すべきことの・ーつに,この

小論でとり上げることであるが,右、j"・無声という声(voice)の特徴によ

つてのみ対立をなす音索対は/f-V/のみであるということである。

二列の閉鎖音

2.1./P, t, 1V及び/b, d, g/の二立列の剛t丘竒は前者が強い気鰹、

(a叩辻ation)③を伴なう〒、後者が気息を伴なわない竒であるという斉j"

的牛"紋によってお互いに区別される。ωルj列とも無造(voice1郎町デ.

Ustemt)で,いわゆる軟1?(或いは弛み、1テ)(1enis,1ax;デ. slap)であ

る。⑤(/b, d, g/は語小で有ン吉化することがあるがこれにっいては後述

する。)

気息が二列の閉鎖片を音綴的・仟声的に区別する唯一の示差的牛"散で

あることは音粋・生理.乃尹1ご1の研先で硴められ(後述3.1.参照),①又,

般にも広 C忍められている。 F玲0、町一J伽gen託n (1ののデンマーク人の

他国詔'閉鎖高聴収テストによれぱ,他国語の,, t,た,6, d, g が有jli

(voiced;デ. stemt)であろうと1匹)非であろうと,(そして硬fテ(或いは

弓長り 11、)(fortis, tense;デ. SP記ndt)ぐあろうと!1次テ!r Cあろうと)魅!し、

気息を伴なわない限り,デンマークi吾のム, d, g として聴取される場合

が殆んどである。

Fiscber-J伽gensen (8)によれば,,, t,たの調音の際には)U門は広

く朋かれるのに対し,6, d, gでは声惜肖門は多少朋かれ,1次丹声門は通

常閉じられている。又,声門の開・閉局面は,ム, d, g にあっては(閉

鎖) 1!H光部刈冏小徐々に小さくなっていくのに対し, P, t,たでは閉金町剣

放,即ち破裂の瞬朋までだソVだん大きくなり,破裂瞬朋後小さくなってぃ

く0 持続部の長さは 6, d, g の方がっ, t,たより長い。口腔内日1は両列

音に相述はない。つ,ムにおける辱圧は厶の方が強い。呼気硫は,, t,た

におけるプjがずっと火きい。



2.2.両列音の音韻的対立があり得るのは強強勢をもち得る母晉(以

下「強母音」と称す),即ち/ヨ/以外の全ての厩音のいずれかを含む音節

の初めの子音として現われるときのみである。語頭では常に対立があり,

語末では決してない。語中,即ち一語中の第二形態索以下では,語染的.

形態的・音哉的条件により対立が保たれる場合と中和される場合がある0

語中で対立が中和したときは無気音が現れる。①詔末でも刈立は中和する

が,休止(pa卵e)の前では有気音が,それ以外では無気育が現れるとよ

く言われるが,後述するように,無気音のみ現れるとするのがよい0

語頭で対立を示す語例は以下の通りである。⑧語頭の音節に強勢がな

い場合(外来語・,按頭辞のいくっ力→でも対立は保たれるが,この場合有

気音列の気息は多少弱目になる。

5

(a) 1. pando. bande,

2. P記re: b記re,

3. tり: dφ,

4. tyr: dyr,

5. kφre: gφre,

6,1仏de: g'ade,

フ. palrat: balrat,

8. kanon: gamma

9. kalnon: galrage

Plade: blade,(b) 10.

Pryde: bryde,11.

12. true: drue,

13. tr記ne: dr記ne,

k1記de: g1記de,14.

(kanon [法典]),

(k会non 邸単丸]),

15. krav: grav.
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語中では,/a/の前及び形容詞派生語尾"-ig"(形態索{-iD の前に

現れるときは対立は中和される。その他の(/V も含む)全ての強母音の

前では対立がある。本来語及び(すでに本来語化してぃる)借入訊で強母

音が起り得るのは,按頭辞(的副詞)(大部分は高.低地ドイッ誓よりの

借入),いわゆる語幹,派生語尾という形態索である。屈折語尾は母音音

素を含まない力、含んでも/0/である。屈折語尾以外の上述三種の形態業

は強母音をーつしか含まない。ω一方,全ての派生.屈折尋尾の前では事

突上対立はない0⑪従って,強母音を含む音節の初めの子土として両列,

が対立するのは,接頭辞仙勺副詞)及び語幹においてしかないことにな

る0 つまり,語巾で対立があるのは接頭辞(的副詞)をーつ以上とミ五幹を

ーつ以上含む複合語(g杠6.・-23.),(接頭辞は含まないが)二っ以上の語

幹を含む合成語(例24.ー・29.)においてである。

外来語では強母音の前では通常対立がある(例30.ー・33.)。しかし外来

の語が一般に使われるようになるにっれ,その音韻的行動が本来語化して

来る0 その段階は様々であるが,閉鎖音に関しては本来語化してしまった

もの(伊」. P血kti.k; dokto,6g.), dokto,0,(PI.)[医者]=[d]),動揺

しているもの(例.idiloti■k=[d〕または[t], d. idi'ot=[d]),外来誓

らしいもの(g小,dmont玲k; dokltoN"(PI.)[ドクター],10ktω←g.),

Iekt0ル.(PI.), eldvatω(sg.)=[t])などがある。(H)語中で両列の対δ乞を

示す語例は以下の通り。

16. forputte: forbudt,

17. forlpligte: forlblinde,

18. for'kert: forlg記Ves,

19. forekomme: forega,

20. ankomme: anga,

21. be'taget: beldaget,

22. optage: opdage,



23. opkφrsel: opgφrelse,

24. skolepige: skolebarn,

25. fr辻age: fridage,

26. fφdselstal:{φdselsdag,

27.会rstid: garsdagen,

28.10vkyndi宮:10vgyldig,

29. total((本来語)[(数の)

30. tot01((外来語)[全体のD,

31. OPUS: globus,

32. moltel: moldel,

33. trakisk: tragisk.

語中で対立が中和する語例は以下の通り。(圃

7

2 ]),

34. rlppe: rlbbe,

35、 proper: sober,

36. trappe: krabbe,

37. suppe: skubbe,

38. kateter: katedeT,

39. b記kke: begge,

40. bakker: Bagger,

41. tikke: tigge,

42.1記kke:1記gge,

43. hyppig,

44. vlttlg,

45. H辻tig,

46. peter,



8

47. otte (of. otto=[t]),

48. spade, haspe,

49. stade, haste,

50. skade, aske.

語米では対立が1・河^するので,以下の語・対は同音異義語となる。

2.3.デンマーク語では「声」という特徴のみによって対立する音業

対は/f-V/のみである。(/f/は多少の気怠を伴う。)今,音誤的に無声音

とは/P, t, k, b, d, g, f,., h/と考え,母音も含めその他全ての音業

は有声音であると考える。この場合,/f/を有気音,/V/を無気音とみな

すとか,/b, d, g/を有声音とみなすかすることによって,「声」を音韻

論的には特徴とみなさないと力、逆に拡大するとかすることができるだろ

うか。

51.1ap:1ab,

53.10k:10g,

「声の同化」という音声的現象をみてみると,無声音の有声化も有声

音の無声化もある。無声音は有声音環境(特に母畜'問)で有声化すること

が屡々である。特に/h/は殆んど常に有声化することはデンマーク語に限

つたことではない。⑬/b, d, g/も同環境でよく有声化する。その他の無

声子音が有声化することは稀である。⑪一方,有声音の無声化は土節頭子

音述結で有気閉鎖音及び/{, y に続くとき起る。(尚,/h/は子音述結の

成員とはならない。)しかし,無気閉鎖音の後に続くときは有声子芒の無

声化は起らない。以下の左側の語例では無声化が起り,右側の語例では起
らない。

52. klup: klub,

54. ryk: ryg

55. plade: blade,

56. pryde: bryde,



57. true: drue,

58. tr紀ne: dr記ne,

59. k1印de: g1記de,

60. krav: grav,

61.宮rammofonplade: dagblade,

62. utrolig: udramatisR,

63. uklar: ugrundet,

64. frede: vrede,

65. frist: vrlst,

66. fnise,

67. jomfrue,

68. svlnge,

69. S1ηile,

70. slot,

71. pjece: bjerg,

72. tjene: dj碕rv,

73. kjole : gjord,

74. sj記1.

9

ここに二つの打尖がある。第一に肖の同化が(ある程度は任愆的な)

進行同化であって,フランス'治やロシア'治・などにおける完全に義務的な逆

行同化とは異なることである。(F玲Ch町一J伽gon託n(5)参照。)第二.に二

列の剛鎖音が両者とも「無戸」ではあるが,この声の同化に関しては有気

閉鎖青と無j{i摩擦片が同じ行動をとるのに対し,無気閉鎖音はそれらとは

異なる行動をとることである。繊律業として・仟韻的には音節令休にかかる

Stφd (仟声灼には喉頭せぱめ高で半_音とルに越る)は仟哉的無肖子育の後

には越らない。また竹'鹸倫的には有声音であっても打一、m勺に無肖打になる

と,その後1弓世らない。(下〒超的イi師厚括f高(1.1.参熈D の飾釈に闇題は

あるが,この場合,孑D}圷〒として扱う。)(山つまり,この場合「ノ苛」という
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特徴は1村損的にも音声的にも重要な役削を果している。/b, d, g/は同化

に関しては有気音ではないという身分で, stωに関しては閉鎖音であ

るか無戸;音であるか或いはその両者を合わせた身分で行動しているように

みぇる。aの一方,/P, t, k/に関して,/y が有気音であるとすることがで

きオ11士,/P, t, k, f, S, h/ 1弍[十aspiration]とナよる力ゞ, aspiration の

解釈を拡げられるだろうか。(功

再び諮単音の音声的特徴をみてみよう。有気閉鎖育t無戸摩捺音を硬

q十ton託D とすることは不適当である。これは湃突に反する。
-1'1二

デンia

マーク語の有気閉鎖音は無気閉鎖夫よ小炊冉であり得る。(前述閉鎖持続

の長さ, P, b の辱任,及び後述3.参照。)無気閉鎖音の声円の状態が有部

女U羽鎖音のそれに対してよりも有戸子音のそれに近いことは事実である。

つまり,有気閉鎖音と無声摩捺竒は「声門の朋き」が大きいのに対し,無

気閉鎖音はそれが小さい。しかし,「両門の朋き」の程度が声をひき起さ
. . . . . .

ない場△一つの噛'徴として独0.し得るか疑問である。(脚
. ...

Fischer-Jφrgensen(8,9)カゞi}'うよう 1こ,女〔,ξ!゛傷ミ弓長f生(tenseness),

声は三つの異なる特徹である(後述3.2.参熈り。無理をして三つの特徴ω

小いずれか二つをまとめたりすると,却って休系全休の記述が途雑になる

かもしれない。

2.4.蕗j天では二庁気・無気の価リⅢ羽鎖音が現れるという。前者'はその

直後に休止が来るときに呪れる。閉鎖f?以外の告で特に短凡高及び子音が

休止の前で無声になるか,無肖に近くなるか,或いは[可の呼気を伴なう

かすることはデンマーク詔に広くみられる呪象である。子斉の場合,強強

勢をもつ短厩音, stφd を伴う凡庁(=長厩音)の後に起るとき殆んど常

に無)台化する。 And田Sen ((1), P.345)は次のような例を示している。

ぐソ"はここでは「休止」を示す。)

[1Vih/, nuh/, 1dah/, j会SDh/]"vi, nu, da, ja sa",

[1VEnh/]または「VEn/]"ven",

rv.1h/]または['V.1/]"四1",



この張突から,休止の直前のi吾末に起る有気閉鎖音は,突は無気閉鎖音

に,休止(即ち,音声的静止)が到来するととを音声的に示す[h]音が伴

なったものであることがわかる。従って,語太では有気・無気音とも現れ

るといういくつかの文献におけるi己述は不辿当で,伊」ラdま Hansen ((13),

P.5ののように,語牙くでは無気音のみが現われるとという記述が述切であ

る。aの

さて,両列打の音ノU表記はどのようにすれば良いであろう力、

Hjolm.10"((14), P.251)は P, t,えを[bh, dh, gh],ム, d, g を[b,

d,創で表記している。衆知のように,彼の言1部児論が目指しているのは

形式(fωm)の単位数をi1成らすことであって,突質(.ub甜anoe)のそれ

ではない。従って,彼が A オ,ι及び 6, d, g を/bh, dh, gh/及び/b,

d, g/と分析・記述するとき,これによって音宗数を■成らすことができる

ということがぢ惣されたと思われる。(幼この点を者えると,光に尓しナこ音

声表記は育索休系の表記からHリこの力、 Xその逆なのかわからないが,こ

の音ノⅡ表記が優れていることは Ande玲en ((1), P.34D も;忍めている。

しかし,彼白身は P, t,たに対して子音述結をなしていないときは[ph,

th, kh],頭子音述粘でその後に子?〒が焼くときは[P, t, k]の表記を用

いる。 6, d, g は[b, d, g]と表尼される。この[b, d, g]は勿論無声

寺の約束ではあるが,これらの片は譜小で有声化することがある。

Ande鉛on (1)ではこの有ノ"化はfテノ"表配には一切弓ιれていない。ーカ,

有ノ{汗〒が無戸子仟の後で無山化する場合は無肖化の補助記号が用いられて

いる。これは多少おかしい。というのは,6, d, g の有声化力"ヤ環境から

f想できるというのなら,打両子音の無)苛化も同じょうにできるからであ

る。,, t,たに関して,音節頭で子音述粘をなさないとき[ph] oto.,述

結をなすとき[P]ek.とすると,気心、の強さが多少異なることを示し得

る点はよいが,[P(h)] 0比.が硬音であるという印象はまぬがれない。彼

['d07h/,'dD"h/]まナこは['dD"/]"dog",

['.dE6h/]まナこは[1SdE§/]".ted".

11
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の音声学教利・・書はデンマーク人を対象にして上かれたものではあるが,音

声記号はデンマーク式(Dania)を避けて 1. P. A.を用いるのだから。

([bh] etc.を用いると呼気の強さの述いは表記できないように見えるが,

呼気が弱目の場合, hを小さくして肩に上げることはできるし,他にも力

法はある。)Ⅷ) Hon.en (13)はデンマーク iιiで・'1テカ吋1たものだが,[P, t,

k],[b, d, g]を用いてぃる。教科冉唖W)ものでは, uld凪1(19)(英文に

よる記述,文章例のみ), Koefoed (16)(英文,単語伊D, SP0托(17) qム

文, tⅡ語伊D は一貫して[P, t, k],[b, d, g]を用いる。 stemann (18)

(英文,独・仏版も同じ)では,諸泣貞,語小では上記のものと同じである

が,話ラ長では条舛・に応じて[P, t, k],[b, d, g]が用いられている。即

ち,単語・りスト及び文巾の休止の前では前者が,その他では後者が用いら

れている。(尚,同i牛では誤柚或いは謬垢己と,思われるものがある。)井U'

リストでは各語の終りに休止があると觧釈したものと思われるが,この,'1、ミ

は面白い。 DO (=0,'d加g 卯0' det dα加たe リrog)(4)は語頭・i吾小で

は[P,t, k],[b, d, g]を用い,,治米では有気・無気両打力ゞ溌れることを

示すために r斜字体の』[ム, d, g]を用いている。 stomonn 及び D0 に

みられる語ボの特刎な表記は不必要であることはすでに述べたところで,

無気音列のみ用いれぱよい。いずれの表記法も完令とは言えず,記号の統

みブjに1欝しての説川1・約束を附さなくてはならないが, Hjolm.10V の示し

たものがやはり勝れている。

これらの表記法を外氏1語学習という実用的な"貞からみた場合はどうだ

ろうか。前述の Koofood (16), SP0門(17), stemann (18)(ulda11(19)

は卿D をみてみよう。それぞれ説明に用いられた言;1fを恐国語とする学習

者以外読んではいけない上いうつもりはモ頭ないが,◇ここではその説明

に用いられた言語とデンマーク語の音'声とを比較してみる。デンマーク胎

の 6, d, g は(イギリス)英語の 6, d, g に力寸より近い。後.者で,特に

語頭で無新弁竹'となることが多い(例えぱ Gimson (12)参奴り。デンマー

ク語のっ, t,たの気.獣は英詔,ドイツ語のそれよりも(やや)強い。ドイ

ツ語のム, d, g はイi)盲である。フランス語の P, t,たはデンマーク語に



ほど遠し

い。)

上記の教科註類で共通していることはデンマーク語のP, t,たがうま

く表わされてぃないことであるが,教科,書の場合綴りと発音の測係を1熈祝

できないことは訴実である。

(日本語の P, i,た,ム, d, g はフランス語の対応のものに近

我々口本人がデンマーク語Wは於πの允訂を修得するのにはどのように

したら良いであろうか。気息を強めることは調音生理的にも聴党灼に口比

皎的容易に感知できようが,ム, d, g を無lbにすること,更にはっ, t,た

を軟下テにすることはそれほど簡単なことではないかもしれない。これは種

郁の外国語剛鎖音を繰返して剛き,発音する練習を砧む以外にはない0 さ

し必り,デンマーク語の P, t,たとして日本語の P, t,たの円Ⅱ劃与詣帥3を

なるべく短かく発告し,閉鎖を開くか朋かない中に強い呼気を発する,つ

まり,(これは理綸的に不可能であるが)つ, t,たと hを同"Sにいうっも

りで発寺したらどうであろうか。デンマーク詔の 6, d, g としては,日

本語の 6, d, g を弱目に兆打したらどうであろうか。(尚,序ながら,

小国語の閉鎖音はデンマーク語のそれに近いようである。)

* * *

13

* *

3.閉鎖音の生理・音響的特質

EⅡ Fischer-Jφrgensen にはデンマーク語及びその他の国語の3.1

閉鎖音にっいての竒声研究が多々あるが,参考文献(8)は新しい研究であ

ると同時にそれまでの研窕(特に生理・音粋音声面での)のまとめとも言

える。(参考文献(9)は発行は(8)より後であるが実際には数年前に書か

れた。)又,ヰ寺に聴党音'声面での研究は参考文献(10)にまとめられてい

プ

七D O

1968年の論文(参野文献(8))でデンマーク語(及びフランス語)閉

0
、
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鎖音にっいて次のように述べられている。(すでに記したことと部分的に
埀複する。)

デンマーク語及びフランス語の閉鎖音(フランス語被験者数は総<的

研究に二名,部分的研究に五名,その他コペンハーゲンで行われ九他の研

フランス語では閉鎖部が長く,デンマーク語では短かい。(b)口腔内圧は,

フランス語では高く,デンマーク詔では差異がない。(のψ,6 の)唇圧

はフランス語においてはPの力'が,デンマーク語においては 6のプ・が強

い0 (d)呼N質開放(=破裂)は,フランス語では P, t,えの力が会U敷であ

る0 デンマーク語ではP, t,たの後で比岐的ゆっくりである。これは破捺

化した t に特に言えることであるが, P,6 に関しては疑わしい。(e)呼←
流は両国語ともっ, t,たの方が大きい。

フランス語の無声.硬音のP, t,たは緊張陛と有戸予性によって有肖.

軟音の 6, d, g と区別されるが,デンマーク語では気息という特徴のみ

によって二列の閉鎖音は区別される。上の事実から,(b)と(0)は二っの独

立した音声的フプクターであることがわかる。又,緊1長性というフプクタ

ーは声門より上の調音器官に関するものとしたい

デンマーク語閉鎖音の音声的特徴をもう一度みてみる。生理面では,

戸門はっ,t,たにあっては広く辧仂寸1,閉鎖部開放の瞬闇までだんだん広

くなっていき,その後せまくなっていくのに対し,6, d, g では声,岻一門

は多少開かれてお小欧骨声円は閉じられている。そして,閉鎖期閻中,ー

帯声町の開きは狄くなっていく。呼気流量はっ,t,しにおける方がずっと

大きいoiが破擦化され九ときは,呼女W充は比岐的ゆっくり始まる。口腔

内圧は,通常閉鎖部の終りの部分にしか差異はi忍められないが,,, t,た

において俳H劃切闇中に圧力が上昇するというようなことはない。これは恐

らく声門が広く開いていることによると'思われる。唇圧は 6 におけるプーが
つにおけるより強い。

[F四kj碕卜J.Π.on ot 田.(1D はフォトエンクトリックグロトグラフによ

るデンマーク語,,6,/,五にっいての研究で次のように述べる.6 にお

みるとをみ Cベくこgd ,6よたtつ ,)a(L



ける声門の開きがP におけるより小さいということは母臼'から子寸への推

移におけるエアロダイナミックな条件によると説明されよう0 従って,こ

れは「受動的」な俳Ⅱ豹のゼスチャーであると想定する0 一方, Pにおける

開放度は6におけるよりずっと大きい。二っの昔の相迩はすでに唇の閉項

の局而ではっきり認められる。このことから, P における大きな嗣放度は

エアロダイナミックな要因によるものではなく袖経命令によるものと想疋

する。つまり, P における開閉のゼスチャーは「能動的」なものであると

想定する。 jのゼスチ十一はっのそれに類似する。しかし, P, jの曲線の

上に,ムにあると想定される受動的開放とくらべて能動的開放が遅く始ま

るという画1妾の証拠はない。有声度に1刈して,ムの Voic. Hpple (グロト

グラム上で弱い声帯の振動を示す小さな波)はPにおけると同様す早く柄

える。このことは h とっの剛Nこ緊張度の迩いがないことを示す0 厶は口腔

閉鎖はある力けだが,声Wにも咽頭腔にも声粥・振動を治'す条件力"凋整され

てぃない。那の開始は破製の殆んど直後に起る。このことは砧門がこの瞬

閥には実際上閉じているという町突と一致する0]

壱ご詳心では,イ"野吐にっいては,母音闇で強強勢のある寸節頭子寸と

してのム, d, g は有)}i化し,,, t,たは時として有声化するが気息は伴な

う。/a/の前では 6, d, g のみ牙ιれるが有"声度は力寸よりι冴いことが多い0

後彰獣ψ斉の F。の立上りは両列同じで,例えぱ 6, d, g の後では低く始ま

るというようなことはない。破裂の強さ(inte那ity)はそのi則定法にΠ'心i

はあるが,両列に差異はない。後続赴音の強さ(intensity)の上ナトにも差

異はない。全ての場合に削合急で,これはフランス語のっ, t,たの佼に起

る厭音の場合に類似する。閉鎖音の閉鎖持続部の長さは 6, d, gの方が

長い。後続赴斉の長さはム, d, gの後における方が長い。これはフラン

ス語,英語などにおけると同様であり,気息の長さと厩晋の長さとの朋の

補償作用と説1川されるかもしれないが,フランス語の場合にみられるよう

に,気息の長さの量的差異よりも酵音の長さの量的差異の方が大きい0 従

つて,これは補償現染というよりは Delat廿e が提議しているように調音

の強さ(f0代e)に関する補介討乍用であろう。閉鎖朋放後のわたり(open

15
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inteNaD はっ, t,たにおいて圧倒1均に長い。 t は常に破擦化弌れ,特に
ノ'ス

.と y の前で著しい。この破擦の雑音は t の知覚に非常・に重要である。

[1954年の論文(参考文献(6))によれば,(破擦十)気息の長弌は t>た>P

の順である0] F.変移は,6, d, g十αでは普通上向きであるが,つ, t,た

の後では上向きはほんの1]寺折しかみられない。そして,後者においては

(強く破擦化された t の後を除いて)変移は通常かなり短かいしかし,

破裂から変移の頂点までの閻帰は 6, d, g の後より P, t,たの後の方が

短かいとは言えない。 F,変移の長さは軟口蓋音の後で最も長く,次いで迷
(茎)音の後で長く,そして唇音の後で最も短かい。

[以上,フランス語冴H貞音にっいての詳細な紹介は告略したが,著者

は,緊張性,有声性,気息性を三っの独立した音声的特徴であるとヂえ,

各々の特徴を次のように仮説的に述べてぃる。]

3.2.緊張性,有声性,気息性。

緊張性と有声性の関係●これらは二っの独立した特徴である。しかし,こ

の両者にはある親和力がある。それは有声閉鎖音が通常弛み=(=軟音)

であるという"点である。しかしながら,フランス語子音における",の同化

にっいて一般に;忍められているのだが, P, t,たは阿長りJ の特徴を保"

したまま有声化するようである。いずれにせよ先行母音の継純時問の同化

は(完全には)なされないようである。口腔内圧の.全な同化は,口腔内

圧が有声性の特徴に属するものであるという事実によ7のであろ・(0.
M. Thorsen:" voice Assimilation of stop consonants and F ' t'

in French and its Relation to sound Duration and lntra_0 I A・_

Pressure", Aπ九Ual Rep01't ojiみe 1πStitute of ph0πιh'CS, Uπiτ1.。j c。_
Pιπhagιπ V01.1,1967,67ーフ6参照)。

有声性と気息性の関係.この二っの特徴は,インドi五の有一のム, d,を

考慮外に置くならば, Ab捻mson-Lisk町が捉宅したよ'に,伺じオ

の異なる段階としてーつに組み合わされるかもしれない。しかし,いずオ
にせよ,これらの段階は有声性というわくに属するものでナ、ければ六、ナ、



い0 というのは,気息はこのわく内で二つの異なる段階と組み合わされ得

るからである。更に,有声閉鎖音,無気閉鎖音,有気閉鎖音をーつのわく

内の異なる段階と考えることは単.純すぎる。有声性(有声化)は声閃のあ

る一定の位調のみでなく,それに加えて特別なメカニズムを要求する。

三つの特徴の音声的特質

有声性.有声閉鎖音は無声閉鎖音に比して,生理(音yり的に狄い声門を

もっということにようてヰ新放づけられる。一方,知新台閉鎖音における声門

状態は広いこともあれば狭いこともある。次に,有声閉鎖音はより広い咽

頭腔をもち,その結果ル;矧上圧が低く,声揣の振動を可能にする。一方,

無声樹"貰音における高い声門上圧は声帯の振動を妨げる。ま九,有子苛閉鎖

音は呼気薪江1が少ない。

竒粋住勺吉)的には,有肖閉鎖音は閉鎖1噺光期問に低い燭波数の周期

的音をもつこと,後続母音のノ'本周波数振動が低く始まることによって特

微づけられる。これに対し,無声閉鎖音は閉鎖持続期闇は音響的に静止状

態で,後続恐高の基本周波数は高く始まる。

17

気息性.生理的には,打気閉鎖片は無気閉鎖音と異なり戸門の朋きが広

く, U腔閉鎖の垪仂又がノ{i円がまだ比校灼広く朋いているときに起り,その

粘果閉鎖開放後に強い呼気硫がもたらされる。

音粋的には,有気閉鎖帝は後統11音の(F.より上の)フォルマント
ノイ

の,あるいはそのフォルマントに向っていく周波数域に雑音をもっ閉鎖朋

放後の長いわたりによって噛弔女づげられる。更に,後続址音の F.変移が

高く始まり,短い。

緊張性ヅ上理的に,緊張性閉鎖音では非緊張性閉鎖竒より調音器官の圧さ

え(0培anic Pル部山e)が強いこと力叫寺徴的である。そして,恐らく調音

{群官の早い正磁な勁きをもっ。育粋的な特徴は,前者が長い栩鎖1丁続部を

もち,先行母音,又,ある程度後焼緑音を短縮すること,恐らく破裂の強
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さが大きいこと(未証明の点あり),後続母音の強さが早く上がること,

破裂瞬闇から(後続)母音のフォルマント変移の頂上までの間隔が短かい

こと,変移自身が短かいことである。

上述のことは大変仮説的で未解決な問題が多い。今後の研究を1寺たな

くてはならないものとして,声門下圧,声1引桐閉運動,筋肉活動,調晋器

官の圧さえ,強さ(inte那ity),破裂とフォルマント変移の型などがある0

以上が Fischer-j伽gensen (8)の要旨である。

(1):これは多かれ少かれ「保守的な」標4語である。比,1轍均若い世代の標凖譜の

傾向につぃては,例えば BasbφⅡ(2)をみょ。

(2)./0/は n+g という二つの単斉 6egmen6)から成ると解釈するのが妥当で

ある。そのようにすると,子音迎結の型の記述がよりー・般的になり,音負律索として1〒

節全体にかかる(音声的{こは喉頭せばめ音である)stφd の越り得る晋環境もよりー

般的,よりー・貫して記述できる。

( 3 )

語の意。

カッコ内の英語及びデンマーク語術語は単数形で示す。 「デ.」はデンマーク

特に断りのないときは英語術語のみ示すが,部Pi昶tion は共通。

(4). P, b は両唇斉,t, d は前寄り歯茎蔀(舌先が上歯と歯茎の間にふれる),

k, g は軟口蓋音であるが,(特に後統)母高の極類{こつれて多少前寄りになること

がある。t は通常ある程度の破擦を伴なう。しかし,非常に強い破擦を伴ない[t司

で表わされる音は(特{こコペンハーゲンの)俗語の窕斉の特徴とされる。我々日本人

としてはデンマーク語の/tV が日本語の「チ」の音[tji山こならないよう注意する

必要がある。このととは,例えばみミ語のように/t(i)/と/tj(り/が音韻的区別とな

(フ/1973)

註



る場合(thl:ιhiπ, ie4SC:ιhιese,(tα1免:ι五41た))と伺様に,デンマーク語のよう

に社会層(=力言)の述いを音声的に区別する場合も,外国語学習の際K留意すべき

であるととを示唆してぃる一例かと,思う。デンマーク語/加ノと日本語「ツ」にも類

似の問題がある。

(5). JO.P0玲on ((15), P.72)は『フランス語におけるような鋭い」,つまり硬音

の[P, k]はひよとを追うときに用いる"1ルP)1ル"1ル!または加Uebπ'b1ル!に

現れるという。

フランス語の閉鎖行については3.1.参照。

(6).註(4)で述べたように t は多かれ少かれ破擦を伴ない,

声的特徴となっていることは事実である。

(フ).音節頭子音連結で閉鎖音が現れる位雌は,連結の一番初めか,.の後であ

る。音節末子音速結でも閉鎖音は.の後に起る。 Han託n ((13), P.49)は次のよう

に、言う。 DO(=0,d60g 卯ιr det dα那ιe $Pルg)によると, S 以外の子音の後では

必ず無気高が起るとは言えず,両列音の闇に動揺がある。例えば, hj碕ゆe, h討Pe,

Iampe, hjette, klemte, klinte, h碑fte, magte, bj碑lke,1記rke,1紀nke, cirkel

(い寸'れも名詣D。しかし,現今の日常会話では b, d, g しか聞かれない,と言う。

との HanS印の記述は正しいと、思われろが,とれらの閉鎖音の前の子音の長さに違

いがあるとも言われる。つまり,、, d, g の前の子音は「本来の」 P, t, k の前のも

のより長目 Kなる。このこと{こつぃて不厶は音声研究をみていないが, JesP田Sen

((15), P.6ののi己述及び Basbφ11 ((3), P.185)をみょ。

19

(8ン語例は普通の桜りで示す。太字で示した字母の部分は,音訟的対立がある場

会はそれぞれの字母と同じ記号で表わされる音累を示し,対立のない場合は無気菅列

を示す・。尚,この後者には子音字電ね績りも含まれる。"'"はそれに続く晋節に強

強勢が置かれるととを示す。但し,語頭の庁節に強強勢がある場合は強勢さ己号を省略

する。

この破擦の雑音が音
ノ'ス

( 9 ) 派生語尾"-agtig"は"-agt十ig"と解する。いわゆる語幹 U杉態索)は
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(強)母音をーつしか含まないが,共時的に一語幹{こ見えるのに二つの強母音をもつ

のは,恐らくⅢ'"d加[窓]だけであろう。これは通時的にみれば勿論合成語である.

Old Norse:τ,1'πd 十αUga [ヲエ. wiπd 十ιツC],,エ. wiπdoW はとこからの借入。

ao):つまり,これらの語尾が/ヨ/及び"・ig"の/V以外の母音で始まったとき,

問題の子音は音節末・形態素末子音となり,音節頭・形態素頭子音とはならない。

又,例えぱ勿α"d [man?]+ ig [i]は[1mand訂捌」ち「man-di]となり,育節と形

態緊の切れ目は一致しない。しかし,先に述べた/0/及び"→'g"の前では無気音の

みという条件に合っている。

V託i"g の[k]は例外とする。このような例ば少数あると、思われる。例外という

ことは,生成音服論的に、言うならぱ,語粲目録の中にこのことを登録するということ

で'ある。

aD . Hon.on ((13), P.49)は,例えばm lmont玲k 0杉容詞)の[t]は mm0Π、

It泳(名詣D のような強強勢をもつ音節の巾の頭子音として現れる形に支えられてぃ

ると考えられるという。これは事実であろう。もうーつの条件として, Hansen (13)

及びその他でも述べられているように,使用毅度のことがある。形態的,音殺的(こ

こでは強勢のこと),語錠的(使用頻度)といった条件がからみ合ってぃる例が dokt加

(-er)である。

a2).例34.-42.は鹸を踏む。ノールウェー語で{批服は踏まないが,デンマーク語

では踏むものとして J郎Pe玲en ((15), P.73)は次のような例を示す. dukke

Vugger, slikke: 1igge, SV縄kke: 1ιモgge, Rrabbe: trappe, snobber: stopper,

Skubbe●■"ppe.詳しくは,例えぱ D4"Sた Ri抗一01'd60g, politiken. Fodag,

Kφbenhavn,1953 をみょ。

音調的対立が中萪吋'る結果,正書法に、動揺を来たtことがある.g山bo-gゆPO,

rubbe寸'uppe, Didde-Ditte, kigge-kikke (Hansen (13), P.48)

.の後では対立が中和する結果,速度が乳目の会話で次のような誤解が生fる

Danmarks g記Ve Sψnner = Danmar1ζS sk記Ye Sφnner, bans bi11ede = 11an spiⅡede,

hos Grams = hos sRrams,1ad os bare det = 1ad os spare det, hans strengele

=hans drengeleg, falde i deres garn =({alde i) deres skarn (Jespersen (15),



P.73).

a3)

たり,

語中,特に母音問の h はそれを含む音節に第一強勢がないとき,弱くなっ

消失したりするととが珍しくない。

a4). Fi訟h0卜Jφ熔0Π託n (5)は,[司、時折有声化するというが, Aod0鵄on は

決して有声化しないという。私には,後者の意見が妥当と思われる。いすれ1こしろ,

ドイッ語におけるような[司と〔司がその現われる位置によって交代するというよう
reiss一ιπ.)なととはデンマーク語にはない。(ドイツ語 SO : es, rι1-seπ

a5). stりd は無声音([ー.on0皿Πt])の後には起らないが,

[一即n0胎Πt])の後には起ると解する。しかし,最近は,との

都論的理由により有声摩捺音を[十即n0ねnt]とtる。例えば,

a6):子音の後に起る SMd は音節末子音(速結)の子音に起るのであるから/P,

t, 1V には関係せす',/b, d, g/にのみ関係するととになる。
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a7):前述のように,/t/は多かれ少かれ破擦を伴ない,この破擦のノイズが/V

の認知のための有力な音警的特徴である。この/V が/P, kノとともに有気日である

のなら,ハ/も〔十郎P辻雄ion]とtるのはそれ掘ど od h伽ではない。

JO.P0玲.0 ((15), P.65)は P, t, k, f,.を P"st のある子音という。との

P加t(英.ルがに当たる)は気息または呼気のことである(註a9)の dπd 参照)。

,那t になる」と言っているが,とれは無声化するといフこ詞じぺージで駐は

とである。 stomt,山tomt[有声,無声]という表現,概念も同沓では用いられてい

るが,上記の子音が,無声音,或いは有気音,或いは無声有気音であるというっもり

なのかははっきりしない。

村声摩擦音(同様に

銚φd 現象及び形態音

文献(3め参照。)

a8)./b, d, g/が q吾頭で)有声化するためのエアロダイナミックな条件力寸前っ

てぃないことにっいては,後述3.1.の Fische卜Jφrgensen (8,9)及び Frφkj記,ー

Jensen et al.(1D 参照。
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a9). F四kj卿一].n託n ot01.(1D は有気閉鎖音の気息と五の呼気は本質的には

相述がないと言っている。同研究では語末に現われる場合は対象となってぃないが,

語中で連接(j山d山0)の効果が最小のとき,有気のPと無気の6十み捻同じゼス
チ十一を示すと言う。

JO.P0鵄.n ((15), P.72)は""'h",'[自然]と"ath"',[ナイトキーツプ(PI.).

加t十ん"e司の違いは,強勢と.tφd (""')は別として,前岩の t は気息(" P山t")

を伴い,後者ではt とU の間に呼気("and")があるという。強勢の位署の関係で後

者のhは弱くなるか消失する場合もあるとは,思われるが,上例の差異.はいわゆるプラ
ス連接のそれと思われる。

(20):/h/は音節頭のみに現われ,子音連結をなさない。/P/を/bh/(或いは

/hb/)というように解釈する場合,閉鎖音十/h/(或いは,/h/十閉鎖音)という

頭子音連結を認めることになり,また有気閉鎖音が2音素から成り,無気閉鎖土がー

音素から成るという好ましくない結果を導く。 Hjolm.1剖におけるこれらの問題に

ついては, BasbφH (3)参照。

(3a)

(2D

る,

語頭の子音連結はなさないが強強勢のない Pa.rat のPと, 子音の前K現れ

(伊上 Plodo)とどちらの方カミ呼気が強いか明確ではない。

( D Andersen, POUI: DαπSた F0πeh'た, chap. xv of NordiS免ι影rι6。 f。r
T41eP影dagogιr,1954,308-354.

( 2) BasbφⅡ, Hans:"The phoneme system of Advanced standard c。 en_

hagen" AππUal RιPort of ihe 1πSh't1ιtι of pho?1ιtics, Uπ1'υιrsit),

Of cope"加gιπ(=ARIPUC) V01.3,1968,33-54.

"A commentary on Hjelmslev's outline of the Danish Ex res_

System", ActαιiπguisiiC4 Ha/πiιπSia v01. XΠ1, N。.2,Slon

1971,173-211

"some Remarks concerni口g the stφd in a Generative Grammar

0{ Danish", KVAι PM Ref. NO.729,1972,5_30.

( 3)
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